
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23 年 6 月 24 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
本研究では、反応中間体複合体状態の構造解析、速度論解析、質量分析を駆使した解析により、
セレン代謝とセレンタンパク質の生合成に関与するタンパク質・酵素群が成し遂げる厳密
にセレン特異的な化学変換の構造機能の全貌を原子レベルで詳細に明らかにし、セレンの
微量必須元素としての機能発現制御の分子基盤を築き上げた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, proteins and enzymes involved in selenium metabolism and 
selenoprotein biosynthesis are investigated by crystal structural analysis of proteins in 
the form of a complex with a reaction intermediate, kinetic analysis, and ESI-MS 
analysis. Structure-function relationships of selenium-specific chemical reactions by 
the proteins and enzymes were revealed, establishing a molecular basis for the 
function of selenium as a trace element. 
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１．研究開始当初の背景 
 硫黄の同族元素であるセレンは哺乳類を
含む多くの生物の必須微量元素であり、タン
パク質のセレノシステイン残基として種々
の生理機能を発揮する。硫黄を含む化合物に
作用するほとんどの酵素がセレンと硫黄と
を区別することなく対応するセレン化合物
に働いてしまうことが知られており、これが
セレンの毒性を特徴づける理由の一つとさ
れている。通常は生体内のセレンの量は硫黄

の 1/100-1/1000 であり、微量なセレンが生理
機能を発揮するためには、セレン特異的な系
による代謝と利用が必須であると考えられ
る。セレン特異的な系であるセレンタンパク
質生合成では、セレノシステイル-tRNA が合
成された後に、リボソーム上で特異的な翻訳
因子の介在により本来はストップコドンと
して機能する UGA コドンにガイドされてセ
レノシステイン残基のポリペプチド鎖への
挿入が起こる。一見すると単純そうに見える
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セレノシステイル-tRNA 合成においては、セ
レンの反応性の高さ故に、その毒性を発揮さ
せないようにするための特殊な仕組みが存
在する。すなわち、セレンの転移に関与する
タンパク質群である。しかし、いかにして
Stop or Go を制御しているのか、多量に存在
する硫黄による阻害を免れセレンを特異的
に利用する機構はどのようなものなのか、明
らかにすべき重要な問題が多い。 
 必須微量元素であるセレンは、同族の硫黄
と生体内で厳密に区別され、特定のタンパク
質(セレンタンパク質と総称される)の特定の
位置にセレノシステイン残基の形で機能発
現に必須の要素として取り込まれ、種々の重
要な生理的役割を果たしている。セレンタン
パク質のセレノシステイン残基の生成にお
いては、翻訳後修飾あるいは遊離のセレノシ
ステインが直接取り込まれるのではない。本
申請者が初めて cDNA クローニングしたセ
レノシステインリアーゼ(SCL)を含む一連の
セレン特異的な酵素群による化学変換を受
けて、セリル-tRNA からセレノシステイル
-tRNA が生成し、これが共翻訳的にタンパク
質に取り込まれる。この取り込みにおいては、
特殊な翻訳因子群が介在し、UGA コドン(通
常はストップコドン)がセレノシステインと
して特異的にデコードされる。このように興
味深いセレン化合物の化学変換とユニーク
な翻訳イベントがおこる。セレンの量を遥か
に上回る硫黄豊富な生体内環境下で、各々の
因子が構造と機能に基づいた緻密な選択的
反応を遂行することにより、セレンが特異的
に転移・代謝され、セレンタンパク質の生合
成を恙なく進行させていると考えられる。そ
こでは、タンパク質-タンパク質間の特異的認
識とセレン化合物の選択的リレー系が築き
上げられていると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の究極的な目的は、セレン代謝とセ
レンタンパク質の生合成に関与するタンパ
ク質・酵素群が成し遂げる厳密にセレン特異
的な化学変換とその際のタンパク質や RNA
の構造機能の全貌を原子レベルで詳細に明
らかにすることにより、セレンの微量必須元
素としての機能発現制御の分子基盤を築き
上げるところにある。この目標を達成するた
め、セレン代謝とセレンタンパク質生合成に
関与する因子を網羅的に同定し、機能と構造
の相関および化学変換の詳細を単独あるい
は相互作用を介した複合体のレベルで詳細
に解析する。 
 
３．研究の方法 
 （１）(1) Two-hybrid 解析・pull-down 解
析：セレノシステイル-tRNA の生成過程およ
びセレノシステインの共翻訳的挿入に関与

することが実証されている、あるいは関与す
る可能性が示唆されているタンパク質（SCL、
SPS1、SPS2、SLA/LP、L30、eEFsec、SBP2、
SBP3）の各々を bait とした two-hybrid スク
リーニング、および、タグを付けて発現させ
た各々のタンパク質を用いた pull-down解析
を行い、これらの因子に相互作用する新規タ
ンパク質を探索した。 
 （２）セレノシステインが十二指腸から吸
収されて血液中へ移行した際の挙動を調べ
るため、血球細胞との相互作用を調べた。 
 （３）G. sulfurreducens を 0.15, 1.5, 15 
mM の MnO2 , S , Fe2O3,をそれぞれ含む液体培
地で培養した。破砕した菌体の上清を用いて
ウェスタンブロットを行った 
 （４）セレノシステインリアーゼがセレン
と硫黄を識別してセレノシステインのみに
作用する機構について、反応中間体複合体状
態の構造解析、速度論解析、質量分析を駆使
して詳細に解析した。 
 （５）メタン生成アーキアの SerRS は、ユ
ニークな機能未知 N末端領域を有する。配列
解析の結果、本 N末端領域がリン酸化酵素で
ある M. jannaschii PSTK と相同性をもつこ
とを見出した。M. jannaschii SerRS 遺伝子
を大腸菌で発現させて得た精製酵素の反応
解析を行った。 
 
４．研究成果 
 （１）セレノシステイル-tRNA の生成過程
およびセレノシステインの共翻訳的挿入に
関与することが示唆されているタンパク質
（SCL、SPS1、SPS2）の各々を bait とした
two-hybrid スクリーニング、および、タグ
を付けて発現させた各々のタンパク質を用
いた pull-down 解析を行い、これらの因子に
相互作用するタンパク質を探索し、候補とな
るタンパク質を得た。 
 （２）セレノシステイン、亜セレン酸はい
ずれも、生体内のセレンタンパク質合成にお
いてセレン源として用いられる。亜セレン酸
は血中で赤血球に取り込まれ、還元された後
に血漿中に放出されることが知られている
が、セレノシステインの動態については明ら
かにされていない。本研究では、セレノシス
テインが赤血球に取り込まれることを初め
て見出した。さらに、亜セレン酸とは異なり、
セレノシステインは血漿成分存在下であっ
ても赤血球から放出されないことが明らか
となった。 
 （３）Geobacter sulfurreducens のセレン
タンパク質翻訳に関与すると考えられる
SelB をクローニングし、その諸性質を調べた。
また、本細菌に存在する新規セレンタンパク
質である MHSEPの発現誘導条件を検討したと
ころ、マンガンによって特異的に発現が誘導
される可能性が示唆された。 



 （４）セレノシステインリアーゼの活性中
心において基質から奪ったセレン原子を本
酵素がどのようにして活性中心外に汲み出
し、他のタンパク質へと転移するのかを明ら
かにした。 
 （５）Geobacter sulfurreducens は細胞
の表面から細胞外の電子受容体となる金属
化合物へ電子を移動させる能力をもつ。この
還元の過程で本菌はエネルギーを獲得し生
育する。本菌のゲノム配列を解析した結果、
サブユニットあたり 5 つのヘム結合部位と 
1 つのセレノシステイン残基をもつ新奇タ
ンパク質  MHSEP (multi-heme-containing 
selenoprotein) が見つかった。Cross over 
PCR 法 により P. aeruginosa Cyt c551 のペ
リプラズム移行シグナルを組み込んだ 
MHSEP 遺伝子断片の作製に成功した。また、
この断片を pET22b Vector に挿入した同遺
伝子発現用 Vector の作製に成功した。これ
ら作製した 2 つの発現 Vector および 
E.coli 由来ヘム生合成系遺伝子の発現
Vector である pEC86 を同時に導入した三
重形質転換体の作製に成功した。 
（６）メタン生成アーキアの SerRS はアミノ
アシル化反応により Ser-tRNASec を合成し、
次いで Ser-tRNASec をリン酸化する 2 段階反
応により PSer-tRNASec を合成する新奇二機
能性酵素であることが明らかになった。また、
その合成にはtRNASecの G2-C71 塩基対が重要
部位の一つであることを見出した。さらに、
Ser-tRNASec のリン酸化には、M. jannaschii 
SerRS の特徴的な N 末端領域に存在する Lys 
15 が重要であることが明らかになった。 
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